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ソフトの使⽤⽅法

3

R-unitの機種選定ソフトは
5つのステップ で構成されます

︕

Step2︓マスターユニットの選択

Step3︓接続するアクチュエーターの選択

Step4︓ドライバーユニット構成の作成

Step5︓型式⼀覧表の出⼒

Step1︓ホームページにアクセス
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ホームページにアクセス
HPのトップページから【機種選定ソフト】を選択
【機種選定ソフト】ページで【R-unit機種選定】を選択
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RCON

RSEL

REC

① ➁ ③ ④ ⑤

GW
GWG

G

RCON/REC

RSEL

後⼯程で選択

なし
ET

RSEL
I/O種類が
NPまたはPN
時に選択

RCON

RSEL/REC

CC
CIE
PR
EC
EP
DV
PRT

・
・

0
2
3
5
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02 マスターユニットの選択
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02 マスターユニットの選択

① シリーズ



① シリーズ
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02 マスターユニットの選択

REC
コントローラ内蔵の
エレシリンダーを
フィールドネットワークに
よって動作させることが
可能です。
(最⼤16軸まで接続可能)

RCON
1軸単位を上位からの指令
で動作します。
停⽌位置の設定は
・設定済ポジションNo指定
・直接数値指定
・モーションコントロール

のいずれかで⾏います。
（最⼤16軸まで接続可能）

RSEL
プログラム領域を持ち、
複数軸の直交座標系の
動作をします。
(プログラム運転8軸を含む

最⼤16軸まで接続可能）



② タイプ
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02 マスターユニットの選択

RSEL 選択時

GW   ︓標準タイプ

GWG ︓安全カテゴリー対応タイプ
システムI/Oコネクターの接続を変更することで、
安全カテゴリーB〜4まで対応できます。

G      ︓RSELはG（安全カテゴリー対応タイプ）固定です。

RCON/REC 選択時
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02 マスターユニットの選択

③ I/O種類

ネットワークの種類を選びます。

RCONは10種類から選択
RSEL は12種類から選択
REC   は 7種類から選択

（詳細選択肢は次ページ記載）



③ I/O種類

RCON

DV :DeviceNet
CC   :CC-Link
CIE  :CC-Link IE Field
PR   :PROFIBUS
EC   :EtherCAT
ECM:EtherCATモーション
EP   :Ethernet/IP
PRT :PROFINET
ML3 :MECHATROLINK-Ⅲ
SSN :SSCNETⅢ/H
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02 マスターユニットの選択

REC

CC  :CC-Link
CIE :CC-Link IE Field
DV  :DeviceNet
EC   :EtherCat
EP   :Ethernet/IP
PR   :PROFIBUS
PRT :PROFINET

RSEL

E :未使⽤
NP :PIO仕様(NPN)
PN :PIO仕様(PNP)
DV :DeviceNet
DV2:DeviceNet⼆股コネクタ付属
CC  :CC-Link
CC2:CC-Link⼆股コネクタ付属
CIE :CC-Link IE Field
PR :PROFIBUS
EC  :EtherCat
EP   :Ethernet/IP
PRT :PROFINET
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02 マスターユニットの選択

④ I/Oケーブル⻑さ

I/Oケーブル⻑さは①シリーズでRSEL、
③I/O種類でNP/PNを選択した場合のみ

上位PLC RSEL

I/Oケーブルの⻑さを選びます。
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02 マスターユニットの選択

＊1 RSEL/RECのオプションは後⼯程で設定していきます。＊2 ターミナルユニット等のオプションは 後⼯程で選定されます。

⑤ オプション

オプションは①シリーズでRCONを
選択した場合のみ、ETを選択できます。

※ ET :EtherNet搭載
PC等の外部機器からの操作時に、
EtherNetを使⽤する場合に選択します。
（SIOコネクタは標準仕様です。）



接続するアクチュエーターの選択

13

次は接続するアクチュエータの情報を⼊⼒をします。
ただし、使⽤するネットワークと動作モードによって
最⼤接続軸が異なる場合があります。 （Chapter 02で解説します）

03

選択⼊⼒部分 選択アクチュエータ⼀覧表

アクチュエーター⼊⼒画⾯
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03 接続するアクチュエーターの選択

例︓RCP6-SA4C-WA-35P-2.5-50-P5-Bを繋げる
① シリーズ

まずアクチュエーターの
⼤枠を選択します。

選択後、各シリーズを選択します。
ロボシリンダーを選択すると、
RCP・RCA・RCS・RCDの項⽬が
出現します。

選定できない機種はグレーアウトします。
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03 接続するアクチュエーターの選択

例︓RCP6-SA4C-WA-35P-2.5-50-P5-Bを繋げる
② タイプ

タイプを選択します。

スライダーを選んだ場合、
サイズ幅とモーター取付仕様を
選択します。
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03 接続するアクチュエーターの選択

例︓RCP6-SA4C-WA-35P-2.5-50-P5-Bを繋げる
③ リード・ストローク・オプション

エンコーダとモーター種類は
⾃動的に⼊⼒されるものも
あります。

リード・ストロークは
コントローラの選定には影響しないので
未決定の場合は「*」で⼊⼒します。

Ｂ（ブレーキ）のみ、
ドライバーの選定に
影響します。
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03 接続するアクチュエーターの選択

例︓RCP6-SA4C-WA-35P-2.5-50-P5-Bを繋げる
④ ⼀覧表を確認

必要な軸数のアクチュエーターを選択後、「次へ」をクリック

全項⽬を⼊⼒した後、「選択」をクリックします。
すると、下部の⼀覧表に当アクチュエーターの型式が記載されます。
これを必要な軸数分だけ⼊⼒していきます。

※まだアクチュエーターの型式が
決まらない場合、
機種選定ソフトを活⽤して⼊⼒
することもできます。
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03 接続するアクチュエーターの選択

変更、コピー、削除、⼀括削除 機能
✔ 変更機能 変更キー（＊1）を押すと

表⽰が⻩⾊反転（＊2）して
上部に⼊⼒データ（＊3）が
表⽰されます。

⼊⼒データをクリックすると
その項⽬以降のデータの
変更ができます。

変更承認後は
選択キーで確定（＊4）

エスケープは
解除キーで⾏います。（＊5）

＊1

＊3

＊2

＊4
＊5
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03 接続するアクチュエーターの選択

変更、コピー、削除、⼀括削除 機能
✔ コピー機能

コピーキーを押すと
1⾏下に同型が
コピーできます。
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03 接続するアクチュエーターの選択

変更、コピー、削除、⼀括削除 機能
✔ 削除、機能

キーを押すと確認画⾯が表⽰、OKを押すと削除できます。

削除キーは1⾏削除の場合に使⽤します。
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03 接続するアクチュエーターの選択

変更、コピー、削除、⼀括削除 機能
✔ ⼀括削除、機能

キーを押すと確認画⾯が表⽰、OKを押すと削除できます。

削除キーは1⾏削除の場合に使⽤します。 ＊1

＊2

⼀括削除キー（＊1）を
チェックすると
全項⽬が選択されます。

削除キー（＊2）を
チェックすると1⾏ずつ
選択されます。

⼀括削除キー（＊3）で
選択分を確定します。

選択キーで削除（＊4）

エスケープは（＊1）で
⾏います。

＊3

＊4



ドライバーユニット構成の作成

22

最後に、ドライバーユニットの構成を決定します。
各アクチュエーターに対応するドライバーユニットは⼊⼒していく中で
⾃動的に選定・割付されます。

04

RCONの場合 ドライバーユニット構成画⾯

選択したアクチュエーターの情報を元に
⾃動でドライバーユニットの⽣成が⾏われます。 型式がアイコンとして下段に表⽰
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ドライバーユニット構成の作成
各タブは、上部のユニット欄にドラッグ＆ドロップすると、
⾃動でドライバーユニットを作成します。

04

⾃動でドライバーを⽣成︕

直接数値指定とポジショナーモードは
こちらで切り替えることができます。

ドラック
＆

ドロップ

※選択によっては最⼤軸数が変わる場合があります。
『06.注意事項』にて説明します。
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ドライバーユニット構成の作成
各タブは、上部のユニット欄にドラッグ＆ドロップすると、
⾃動でドライバーユニットを作成します。

04

⾃動でドライバーを⽣成︕

ドラック
＆

ドロップ

「簡易アブソ」ボタンを
有効にしていただくことで
簡易アブソユニットを追加できます。
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ドライバーユニット構成の作成
各タブは、上部のユニット欄にドラッグ＆ドロップすると、
⾃動でドライバーユニットを作成します。

04

⾃動でドライバーを⽣成︕

ドラック
＆

ドロップ

ファンユニットは脱着可能です。

条件等については
『08.注意事項』で説明します
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ドライバーユニット構成の作成
各アイコンをドラッグ＆ドロップすれば、
⾃動的に構成が作られていきます。

04

E
T

な
し

2軸ドライバーで
1軸不使⽤時は「無効軸」の
アイコンで選択できます。

強制的に1軸ドライバーを
選択したい時は
「24Vドライバー1軸仕様選択」
アイコンで選択できます。
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ドライバーユニット構成の作成
各アイコンをドラッグ＆ドロップすれば、
⾃動的に構成が作られていきます。

04

※ドライバーに対応していない機種については
拡張ユニットを介してSCON（RCON接続仕様）の
コントローラーをドライバーとして
使⽤することができます。

消費電⼒等がオーバーした際は警告が表⽰されます。
詳細は、『06.注意事項』を確認ください。
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ドライバーユニット構成の作成
RSELは、PIO/SIO/SCON拡張ユニットの選択が特殊です。
ただし、ドライバーユニットはRCONと同じ⼿順です。

04

ドライバーユニットは
RCONと同じです

拡張ユニットの選定の⽬安は
次のページをご覧ください

RSELの場合
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ドライバーユニット構成の作成
PIO拡張ユニットは上部のPIO/SIO/SCON拡張ユニットの表⽰を
確認しながら選定してください。最⼤128点まで選択可能です。

04

マスターユニットのI/O種類で
NP、PNを選択時(10ページ)は
RSEL本体のPIOが選択されます。
そのため選択点数は加算されますが
PIOユニットは加算されません。

PIOユニットか
PIO/SIO/SCON拡張ユニットを
[追加]・[削除]
すると選択点数が変化します。

選択できる台数の最⼤数まで
加算すると[追加]がグレーアウトし、
選択できなくなります



拡張ユニットは下記のパターンから選定となります。

SCON拡張ユニットとPIOユニット両⽅が選択された場合、

⾃動でPIO/SIO/SCON拡張ユニットに変更されます。

30

04 ドライバーユニット構成の作成

ＳＣＯＮ拡張
ユニット

ＰＩＯ/ＳＩＯ/
ＳＣＯＮ拡張ユニット ＰＩＯユニット
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ドライバーユニット構成の作成
ドライバーにアクチュエーターのアイコンを当てはめていきます。
1つのドライバーにつき4軸接続可能です。

04

現在は使わないが、
今後使⽤したい軸は
「予約軸」として設定します。

RECの場合
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04 ドライバーユニット構成の作成

ティーチングボックス、
パソコンソフトは
この画⾯で選択します。

これですべての条件が
満たされました。

周辺機器選択画⾯
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04 ドライバーユニット構成の作成

エレシリンダー
200V機種(EC-S10/S13/S15)
選択時のみ表⽰します。

この画⾯で⽔平/垂直の選択をすると
電源、回⽣抵抗ユニットの必要台数
を表⽰します。
初期値はブレーキ無し＝

ブレーキ付き＝
(スイッチをクリックして変更可能です。)

EC型 DC電源/回⽣抵抗ユニット選択画⾯



型式⼀覧表の出⼒

34

全ての条件を⼊⼒すると、型式⼀覧表が作成されます。
型式・価格、本体イメージが作成されます。
また、PDF、CSV、2D/3D CAD、取扱説明書の出⼒にも対応しています。

05

PDF

2D CAD
3D CAD

型式⼀覧表表⽰画⾯

CSV

取扱説明書
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05 型式⼀覧表の出⼒

軸構成 選定コントローラーイメージ
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06 最⼤接続軸数

注意事項
ネットワークや動作モードによって、最⼤接続軸数が
8〜16軸で変動します。以下の表を参考にしてください。
（なお、ドライバーの割り付けにて⾃動で調整されます。）

RCON



注意事項
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06 最⼤接続軸数

REC

RSEL ドライバーユニット制御︓０〜8軸
（ドライバーユニットは任意の組合せが可能）

EC接続ユニット︓最⼤4ユニット、16軸可能
（注1）ドライバーユニットと合わせて最⼤16軸可能

例ドライバーユニットが8軸の場合、エレシリンダーは8台可能
ドライバーユニットが0軸の場合、エレシリンダーは16台可能

（注2）拡張ユニット、PIOユニット、RCON-EC-4合わせて最⼤8ユニット可能

（なお、ドライバー、エレシリンダーの割り付けにて⾃動で
調整されます。）

EC接続ユニット︓最⼤4ユニット、16軸可能
（なお、エレシリンダーの割り付けにて⾃動で調整されます。）



注意事項
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06 最⼤接続軸数

警告メッセージ

最⼤接続軸数を超えて、割り付けた場合、
警告メッセージが表⽰されます。



注意事項
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07 最⼤モーター電源・電流値

1ユニット当たりの許容値
PC / AC / DC ドライバー SC ドライバー

ドライバーの接続軸数が多い場合、
電流値とモーター電源が既定の容量を超えないように
注意していただく必要があります。
超える場合は、2台⽬のコントローラーを新たに追加し、
そちらに接続していきます。



注意事項
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07 最⼤モーター電源・電流値

2台⽬のコントローラーを追加する⼿順

⼆台⽬画⾯が表⽰

こちらをクリック



注意事項
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08 ファンユニット

24Vドライバーユニット
取り外し選択可能

200V電源/ドライバーユニット
固定（取り外し選択不可）

40-55℃の環境ではデューティーの低下を防ぐため、
ファンユニットの装着が必要となります。
200Ｖ電源・200Ｖドライバーについては標準で搭載されており、
上記の温度以下の場合であっても固定です。



注意事項

42

09 R-unitに接続できないアクチュエーター

機種を選定される際、以下の表に該当するものについてご注意ください。
また、太枠で⽰した範囲のものはR-unit⾃体の管轄外となります。

SCON経由でも動作できませんのでR-unit以外
のコントローラーでのご利⽤をお願いします。

パルスプレス:RCP6




